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１．はじめに
　明治期に展開された英語教育論のうち，英語教授法・学習法をめぐる主張は同時
代の中期よりみられる。時恰も西欧においては文法訳読式教授法の時代から， 
T. Prendergast，K. Plötz，F. Gouin，C. Marcel 等の個人がそれぞれ提唱する教授
法の開発の時代を経て，W. Viëtor，H. Sweet，O. Jespersen，P. Passy らによって
新しい言語学・音声学研究の成果に基づく改革教授法，あるいは新教授法と称され
た考え方が主張された時代へと歩を進めている時期であった。しかしながら，これ
ら西欧における外国語教授法開発の脈動は，今日の情勢からは想像しがたいほどの
時間差を以て我が国に伝わり，それ以前の教授実践との間に確執を生みながら，ま
さに英語教授法を巡って百家争鳴の状況が展開される。
　筆者は，これまでこの明治期に提唱された英語教授法論を著者ごとにその主著，
並びに論文等の周辺資料とあわせて分析することによって，その展開を明らかにし
てきた（竹中 2000, 2001, 2002a, 2002b, 2013, 2014）。これは，英語教授法論の展開
を英語教育学研究の前史として位置づけ，各教授法論を個別に分析しつつ，最終的
にそれを総合して全体像を描き，その下に再びそれぞれの主張を検討することに
よって明治期英語教授法論に通底するもの，個々の主張に特異なものを析出して，
いわば循環的に明治期英語教授法論の変遷を明らかにしようとするものである。
　本小論は，この分析の一環として，高橋五郎著になる『最新英語教習法』（明治
36〈1903〉）を取り上げ，その英語教授法論を分析することを狙いとする。なお，
高橋には本書と別に『英学実験百話』1）と題する著書があるが，これは学習法論を
主眼とするものであり，且つ，この両著を同時に取り上げることは紙幅の制限のた
めに難しく，機を改めて分析・検討することとしたい。
２．高橋五郎の略歴と業績
　高橋五郎は，しばしば博学，碩学，或いは博覧強記を以て聞こえた人物で，『茶
話天狗』（昭和６，広文堂）などは随筆ながら気軽に読み流せるような代物ではない。
英語の習得以前には漢学，神典，国学，仏典を学び，ブラウン，ヘボンや奥野昌綱
らによる聖書和訳事業に参画する中で，英語に加えてドイツ，フランス，ギリシア，
ラテン，ヘブライの各語を身に付け，「立教 [ 中学校 ] の教授室では，外人教師も，
彼にギリシア，ラテン語の教えを乞うたというエピソード」（平井・高岸 1974，
p.291）が伝えられるほどである。この高橋の経歴については平井・高岸（1974，
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2pp.248-255）に詳しいが，ここには高梨・大村・出来編（1980b：139）から引いて
おく。
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越後（現在の新潟県柏崎市松美）の生まれ．幼名吾郎［良］．父は土地の有力
者で，幼少の頃から和漢の書に親しみ，1870＜明治３＞年高崎に出て市川左近
に就き漢籍を学び，また神典，国学を修め，更に仏典を併せ学んだ．仮名垣魯
文の知遇を受け，その紹介で1875年横浜の植村正久を訪れ，その師であるブラ
ウン（S. R. Brown）宅へ秘書として迎え入れられた．これが機縁となって聖
書の共同翻訳（ブラウン，ヘボン，グリーン，奥野昌綱，松山高吉らによる）
に助力し，ブラウンの補佐役として，1880年新約聖書の和訳完成，更に1884年
から，松山高吉，植村正久，井深梶之助らと共に参加し，1887年旧約聖書の和
訳完成．仕事は，横浜山の手のブラウン宅で，土日曜日を除いて毎日行われた．
高橋の英，米，独，仏，ギリシア，ラテン，ヘブライの語学力はこの時に養わ
れたのである．のち彼は，「師というものは一人もありません．若しあれば 
植村正久氏だけです」と述懐している．英語はウイルソン＝リーダーズをもと
に，植村正久から発音や訳し方について指導を受けた．1886年10月，ヘボンの
『和英英和語林集成』の第３版出版にあたり，ギュリック（J. T. Gulick），ホイッ
トニ （ー［W. N.］ Whitney）とともにその改訂増補に助力した．『国民の友（ママ）』
で健筆をふるい，碩学の名が高かった．1891年から1927＜昭和２＞年まで国民
英学会で教えた．蒲原有明も生徒の一人で，高橋のチャイルド＝ハロルドの講
義は有明に深い感化を与えたと言われている．晩年には駒沢大学で英語を教え
た．1935年病没．
　『プルターク英雄伝』，『ベーコン論文 [ 説 ] 集』，『カーライル仏国革命史』な
ど翻訳が多く，他にまことにユニークな『最新英語教習法』（1903）がある．
　なお，ここには高橋が教鞭を執った学校として国民英学会と駒沢大学のみが挙げ
られているが，他にもフェリス女学校や攻玉社中学校，錦城中学校等にて英語を教
え，東京専門学校（現，早稲田大学）では英文学を，立教中学校では独文学を講じ，
本郷英語学校や模範英語学校の校長を務めるなど，教えた学校は十数校に及ぶ。
　高橋の著作方面の業績については，「明治期から大正期にかけ，翻訳家として，
評論家として，あるいは教育家，思想家としてのその博識多才振りを知らぬ者はな
かった」（平井・高岸 1974，p.283）と言われるほど広汎に及ぶが，ここでは平井・
高岸（1974，pp.283-299）を基に，これを分野に分けてまとめておく。
　翻訳－新旧約聖書の翻訳
　　 　明治７（1873）年から横浜の米国聖書協会翻訳委員を中心に開始された新約
聖書の翻訳事業に参画し，明治９年，東京のプロテスタント五派の宣教師によっ
て決議された旧約聖書の翻訳にも明治17年から加わって，貢献した。
3　翻訳－その他の翻訳
　　 　宗教，特にキリスト教関係文献の翻訳，註解，心霊術の紹介，カーライルや
エマソン，ベーコン等の人生訓の紹介，文学書の翻訳が数十冊に及ぶ。
　英語教授者として
　　 　既述の如く，大学，中学，英語学校等十数校に教え，英語・英文学を主とし
つつ，ドイツ語も講義している。発音が正確でないところがあったものの，「訳
述，註釈も決して流暢とは言えなかったが，平易な逐語訳でわかりやすく，（中
略）含蓄の多い講義であった」（平井・高岸 1974，p.291）という。
　宗教・哲学思想
　　 　仏教・神道方面の著作に始まる高橋の活躍は，キリスト教主義の評論家とし
て『六合雑誌』『国民之友』等の評論，批評欄を担い，哲学，心霊研究の方面
にも業績を残した。
　文芸批評
　　 　明治20年創刊の『国民之友』誌の文芸批評を８年間にわたって担当し，「尖
鋭な批評家として恐れられた」（平井・高岸 1974，p.297）。
　辞書の編纂
　　 　ヘボンの『和英英和語林集成』第３版（明治19）の改訂に協力したのを始め
とし，市川義夫の『英和和英袖珍字彙』の校訂，『漢英対照いろは辞典』や『和
漢雅俗いろは辞典』のほか，数点の小型和英辞典を編纂した。
　著書の数は分冊刊行のものを各冊数え上げて含めると200点近くになる。そのう
ち，本小論に係る英語関係著作のうち主だったものとしては下記のものが挙げられ
る（平井・高岸（1974，pp.255-282）所収の「著作年表」並びに国立国会図書館近
代デジタルライブラリーの「詳細検索：著者・編者＝高橋五郎」による）。
『活
正則対話
用自在 英米語学独案内』（1886）
『 英和和英袖珍字彙 和英之部』（1887）
　高橋五郎校訂
『 英和和英袖珍字彙 英和之部』（1887）
　高橋五郎校訂
『英文読書初歩』１巻～３巻（1887）
『漢英対照いろは辞典』（1887～1888）
『和英袖珍字彙』（1888）
『精選英独和会話篇』（1897）
『英文大家集注釈』（1897）
『英独詩文研鑽』第１篇～第４篇
 　（1897～1901）
『英文学短編詩集評釈』（1898）
『英詩評釈紅紫爛漫』（1901）
『英文質疑応答録』巻之一（1901）
『最新英語教習法』（1903）
『最近英和辞林』（1904）
『新式英語熟達法』（1907）
『英学実験百話』（1907）
『英文訳解法』（1908）
『訳註近世英文学』（1909）
『対照双訳英語雑俎』（1909）
『英語正確使用法』（1909）
『英語卓上便覧』（1910）
4　このようにその活躍が教育界，宗教界，思想界，文学界に及んだ高橋五郎である
が，「之［英語教育の問題］を論ずるに最新の学理を以てし，之を断ずるに多年の
経験を以てしたり」（高橋 1903b，p.3）とのスタンスでまとめ上げたのが『最新英
語教習法』である。
３．『最新英語教習法』の概要
　高橋五郎『最新英語教習法』を分析するに当り，まず本書の書誌情報を明らかに
しておきたい。
　家蔵本によると，判型は菊判，紙装にて表紙に「高橋五郎君著［隷書］／最新英語教習
法［篆書］／東京  東文館［隷書］」と著者／書名／出版社を書す。なお，表紙，
内扉ともにこの書名を記すのみであるが，本文冒頭には「最新英語教習法」と記す脇
に「一名  外国語新記憶法」との副題を添えている。発行年月日をめぐっては，国
立国会図書館近代デジタルライブラリー所収の初版は明治36年５月８日印刷，同５
月21日発行となっているが，再版奥付には同年５月８日印刷，５月10日発行，５月
20日再版としている。さらに，デジタルライブラリー所収の訂正増補三版（以下，
増訂版と略す）の奥付ではこの再版年月日に続けて，明治36年８月30日訂正増補三
版印刷，同９月３日訂正増補三版発行となっている。初版，再版の間の齟齬につい
ては経緯を明らかにし得ないが，本小論では増補を施した増訂版に拠って―出来成
訓（監）「英語教授法基本文献 復刻版」第４巻を使用した―考察を進める。
　本書刊行の動機については，著者高橋がその「序」に
　　 本書が普通教育中に就きて特に外国語の教習を選み，外国語教習の代表者とし
て特に英語教習を挙け，而して四方八方より之を論評し講究したる者は，全く
此真面目なる，此死活問題たる教育をして徒労に終らしめす，悉く活きて功効
の著大なる者有らしめんことを企図するに外ならず，江湖の父兄子弟凡そ人生
に馳騁する者は此の問題に注目せざる可らず，余輩は之を論ずるに最新の学理
を以てし，之を断ずるに多年の経験を以てしたりとは亦是れ竊かに自ら信ずる
所なり （高橋 1903a，pp.2-3）
と記し，増訂版第20章の総結論に「語学は人生最大必要物の一なるに，従来無組織
の実地教習に放任せられたり，是れ今天下に外国語教習法の百方講究せらるゝ所以，
又余輩が大方の驥尾について本書を著はせる所以なり」（高橋 1903b，p.363）と述
べるところである。
　この意図の下に著された本書の構成は，序（3pp.）＋［増訂三版序（2pp.）］＋目次
（3pp.）＋本文（362pp.［増訂三版では375pp.］）となっている。目次にあっては，初
版・再版では章番号と章題を与えるのみで，ページ表記を欠くが，増訂版ではペー
ジを与えている。章題の文言にも一部異なりが見られる。また，全体の章構成も，
高梨健吉・大村喜吉・出来成訓編（1980a）が復刻原本とし，松村（1997）が参照
した初版もしくは再版では―家蔵本も同様―，目次に19章との章立てをしながら，
5実際には「特に第十一章は本文中に174ページと181ページとに２度出てくるので実
際は全体で20の章から成」（松村 1997，p.213）っている。増訂版では，この誤り
を初版・再版の第11章末180ページに置いた註の活字ポイントを本文に揃えて大き
くし，且つ元の181ページ冒頭にあった「第十一章  問題承前」の章題を削ること
で重複していた第11章を一本化している。その上で第20章が増補されているので，
増訂版では全体で20章という構成になっている。
　その各章の題目は次の通りであるが，松村（1997，p.212）が指摘するように「目
次に示されている標題と本文中の標題とが合致していないものが数多く」あり，こ
れは増訂版でも改められていない。ここには本文中の章題を掲げ，併せて各章の要
点をまとめることとする。
　第１章　語学の快楽及び緊要
・人類が万物の霊長である所以は，天性や本能にあらず，学知である。知識は快
楽である。精神は練磨せねばならぬが，語学はこれに与って最も力がある。
　第２章　外国語は如何様にして学習すべき乎
・外国語を話すだけであれば幼時よりその国に行けばよいが，日本国民は日本人
として教育せらるべきであり，自国の言語，文学，歴史等に通じたうえで，世
界交通語である英語によって世界と交通すべきである。
　第３章　英語が世界語たる所以
・英語は，言語としては単純化し，外国人には実に入り易き言語である。而して
世界各地域の英語は大同して世界的英語をなすものであり，これが英語を世界
語ならしめている。
　第４章　所謂音
フヲネチツクス
声学（学
発音）果して必要なる乎
・綴字改良論者，音声学者は各地域の発音の僅かな異なりを詳密に写そうとし，
新しい符号を作っているが，これは学生に無用の過労をなさしめるものである。
　第５章　最近心理学的実験記憶法汎論
・記憶力の機能の分立が発見され，記憶の性質が明らかになってきた。
　第６章　問題承前 特に注意及び各種の興味を論ず
・記憶をするためには，感覚又は知覚を深く銘刻するを要す。物事を周到綿密に
知悉する時に初めて迅速に，精細に回憶（recollect）できるのであり，そこに
は興味が大きな働きをする。併せて，反復も記憶の一大要件として働く。
　第７章　特別応用言語記憶法 余輩の記憶法と従来の記憶術
・記憶力の良し悪しは天性のものであるが，記憶の仕方を以てすればこれを改善
することは可能である。古来種々の記憶術が考案されてきたが，中にはその記
憶術そのものを理解するのが難しいものもある。
　第８章　問題承前 小児大人記憶作用の差別及び特色 併て 和田守記憶術を評す
・一時世に喧伝された和田守記憶術は，西洋記憶術の換骨奪胎に過ぎない。人為
的な記憶術は功無くして却って害が多いことは心理学者の明言するところであ
る。小児は無意味の事柄であっても難なく記憶するが，大人は有意の事柄でな
6いと記憶に苦しむという心理学上の発見が語学教育の上に莫大の関係を有する
かどうかは今後明らかにされるであろう。
　第９章　問題承前 併て 欧洲及び印度支那従来の諳記背誦法を論ず
・記憶は語学上の最大要具であるが，これを強制すべきではない。しかし，外国
語教習においては習熟が第一の要件であり，そのためには反復が重要である。
　第10章　外国語最有効教習法 附泰西諸大家新教授法―其利害得失如何ん
・近代教育学の始祖たるルソーの提唱した自然式は虚妄の自然であり，非心理的，
不合理的，没学理的である。外国語教習においても Sauveur Method がこの自
然式に依るが，嬰児が母語を習得するのと同じように少年，大人に教えるのは
没道理，不自然，背心理的である。「外国語学習は抽象的なる汎則を以て規す
べからず，之を習ふ国の状態と親密の関係を有すれば，具体的に之を併せ考へ
ざる可らざる也」（高橋 1903b，p.171）。
　第11章 　問題承前 グアン，スウ井ト，ブロエル，スペンサル，オルレンドルフ，
プレンデルガスト等の教授法を評す
・グアン式に代表される自然式教習法は，嬰児教育法を以て少年教育法に転用し，
母語教習法を以て外国語教習法とした背心理的学習法である。比較的健全なる
H. Sweet の Practical Study of Languages のようなものが段々に出で来るであ
ろうが，これは従来の長を取りて短を補わんと試みたるやや健全の折衷法と言
える。従来の Ollendorf や Ahn の方法では作文法，談話法の形式が秩然とは
しているものの，心理的連続に乏しく，興味の少ないとの欠点があった。折衷
的・改良的なる Prendergast の Mastery System は日常口頭に上る通用語句を
以て教えるもので，ある点までは成功と言い得る。こうしてみると，採用すべ
きは rational method であり，これによって英語を世界語として理解する力を
養い，記憶法の原理により耳に，目に，手に，口に均しく訴えるのがよい。
　第12章　発音教習法
・英語の発音は世界語的にこれを教えよ。辞書に普通に記された発音を練習すれ
ばよい。辞書を引かせる際にはアクセントにも気を付けさせよ。
　第13章　会話教習法
・わが国の中学校では学生をして英語の理解力を養成せしめんことこそ目的であ
り，これに会話力が備わればよい。今日，自由会話という乱暴会話を専らとす
る者があるが，先ず方式，形式を教え，その後に応用せしむるが順序である。
　第14章　文典教習法汎論 新旧各種の文法教授法を評論す
・12，３歳以下の幼童には文法を文法として教授すべきではない。成人の場合に
は母語の文法において知っている品詞語格等を用いて外国語を説明すれば思い
当たるところがあって，理解に便するところがある。
　第15章　文法実用教習法 併て 辞書を論ず
・文法は累進的に課することが必要である。文法を文法として教授するには必ず
沢山の例を掲げて教えることが大切で，規則に偏り，実地に疎いということの
ないよう心すべきである。文法は読本とともに用い，読本と関連させながら文
7法の初歩を併せ授けることが必要である。
　第16章　訳解訳読教習法　附前置詞冠詞等の教習案
・かつて流行した読本の直訳本が英学社会を腐敗せしめたのであり，この変則直
訳が英文和文の双方を損じたのである。そのため，学生は原文の意味を正しく
とることができず，英学進歩の一大障碍となっている。特に日本の学生には前
置詞と冠詞とが二大難関となっているので，有益な，興味ある例文を暗記し，
脳裏に銘刻せしめるのが最良の方法である。
　第17章　問題承前　教科書の編纂，教授時間の関係，科目の順序等
・教科書の編纂に当たっては，「簡より繁，易より難，具象的より抽象的，客観
的より主観的と，漸々累進するを大体の方針となせる，而して一言に約説すれ
ば，分解的読本の綜合的に教授すべき者，即ち Analytical Readers taught 
synthetically なる者を編纂するを目下の急務とす」（高橋 1903b，p.309）。訳
解又は訳読の際には生徒に先ず音読をさせれば，英文を朗読して直ちに訳解す
ることにより，読むと同時，聞くと同時に英文の意味をとるようになり，最後
は訳解を経ずして直接に理解するに至る。また，作文においては，学生自身に
作文を行わせ，教室において訂正するのが得策である。
　第18章　ID
イ ヂ ア ム
IOMS，P
フ レ ー ズ
HRASES，S
ス ラ ン グ
LANG 等の教習法
・各国語特殊の語法であるイディオムは，適当なる文句中において漸々に記憶す
ることが必要である。フレーズは，その由来を説明することで学生は興味を持
つ。スラングは最も普通のものを教えればよい。
　第19章　外国語有功独習法
・独習は，多少自国の語に通暁していることが必要で，12，３歳以下の小児は独
学独習をすることはできない。独学者は３冊の辞書を開き破らねばならず，２
冊の文法書を黒く，赤く書き汚さねばならない。独学者が外国語を独習するに
当たっては，フランクリンが行った復文法をとるとよい。
　第20章　外国語教習法総結論
・＜まとめに加え＞「本書中に絮説縷陳し来れる記憶術及び学習法に循て，面白
く（interestingly, interessant）且つ解り易く（intelligibly, verstaendlich）教
ふるに於ては，三分の一の時間に於て優に外国語を学び了ることを得ん」 
（高橋 1903b，p.374）。
　本書において高橋が述べるところは，英語教育の理念に始まり，当時の心理学研
究によって明らかにされていた記憶の機能を踏まえつつ，総合的に教授法を分析，
批判したうえで，この時代の英語科各分科の教授について提案をするものであった。
　では，その規模，内容において当時刊行された英語教授・学習法書の中では最も
大きなものであったこの高橋五郎『最新英語教習法』は，この時代，どのように受
容されたのであろうか。また，現代の視点からはいかに評価されるのであろうか。
8４．『最新英語教習法』の評価
　本書『最新英語教習法』が公刊されるや，当時高橋が教鞭を執っていた国民英学
会の校主にして，英学紙『中外英字新聞』の主幹でもあった磯辺弥一郎が，同紙第
10巻第16号の「走馬燈」欄にてこれを批評し，同号新刊紹介欄にて取り上げている。
「走馬燈」欄の批評では，
●　高橋五郎氏の新著に係はる英語教習法に説く所は一から十まで我儕には賛
成は出来ぬ。否な其中には随分不賛成の所もあるが併し現今我国に於ける英語
教授法を罵倒する所は痛快である　●　其中に高橋氏は斯う言ふ事を言つて居
る云く。古の人は学ばんと欲せり蛍雪の功を積むとは学業の容易ならざるを言
ひ顕はせる語にあらずや然るに今の人は苦しまずして学ばんことを欲す否な寧
ろ苦なしに学ばしめんと欲す故に百事緩に失し学生には殆んど何等の義務をも
課（おは）しめず只〔楽〕をなさしめんことをのみ維れ図る（中略）故に今の学問
は只其日だけの作業（と
しご）にして所謂其日暮（living from hand to mouth）
のみ殆んど明日に遺る物なからんとす学生の胸中いつも空なる何ぞ怪しまんや
の言如何にも急所を押さへて痛快と言はねばならぬ　●　按ずるに学生が斯く
苦しまずに楽をしつつ英語を学ばんとする癖ある所以は其原因を繹ぬれば種々
あらむが一は実用の英語を学ばんとせば成るべく平易なる書を読ましむべしと
の常言にも由るならむ。平易と云ふ文字を乱用して学生は脳を痛めない密（ママ）
の如き甘き小説や洒落話のやうな書籍と誤解して居るらしい。故に歴史の如き
最も必要なる書籍を喜ばずして一口噺の如き座興的の駄文学を読めば其れで実
用英語を覚えたと心得て居るらしい （磯辺 1903a，p.222）
と評し，新刊紹介欄では章題を掲げたのち，
　其説く所我儕は一から十まで双手を挙けて賛成を表しがたきものあり且つ著
者の所謂最新教習法と云へるは旧式教授法の最新弁護論にはあらずやと思はし
むる節々あれども。流石は博学多聞学は古今を貫き識は東西に渉る著者の事な
れば哲学上に論礎を据え。例を和漢文学。独逸語仏蘭西清語に取りて縦横論じ
去り論じ来る処著者の学殖の如何程深きか殆ど端倪すべからざる壮観あり。著
者は英語を教授する旁はら社会主義人生哲学宗教論にも続々新著述を出して我
が学界を賑はしつゝあるに今又斯の如き語学上の著述を出して以て後進英学者
を教ゆ其精力の無尽蔵なるや我儕の平素驚歎する所なり蓋し本書の如きは米の
ホ井ツトネー氏英のスウ井ート氏の著書と相配して語学界の三才と称するも
溢美にはあらじ（発行所下谷区上野広小路通北大門町六東文館。正価金七十銭）
 （磯辺 1903b，p.223）
として，好悪両面からの評価を行っている。
9　この前年明治35年に語学教育事情視察のために欧州に赴き，その『中外英字新聞』
紙上に新しい教授法や新たな音声学研究の成果を紹介し，グアンの著書の英訳者 
H. Swan の来日，講習を特に取り上げて掲載していた磯辺弥一郎にしてみれば，や
はり，記憶（memory）と回憶（recollection）を外国語学習の主活動とし，その前
提の下に英語各分科の指導法を主張して，他方で自然式・直接式教授法を断罪する
本書を満腔の賛意を以て評することは難かったであろう。確かに，「所謂音声学（発
音学）果して必要なる乎」と題してこの問題を論じた第４章の主張は，当時欧州に
おいて発達をみていた近代音声学の研究成果を十分に消化しているとは読み取り難
く，綴字改良論と音声学を同列に並べている辺り，この時期，明治34年には岡倉 
由三郎『発音学講話』が，明治35年には R. B. マッケロー・片山寛『英語発音学』
が著されていることを考えれば2），時代錯誤の謗りを免れまい。
　なお，戦前の英語教育史研究書において本書がどのように紹介されているかを見
ておくと，桜井（1936，p.192）は，本書について「360頁のうちに，語学の快楽及
緊要。（中略）有効独習法等を述べてゐる」とその目次を紹介するばかりであり，
また，赤祖父（1938，pp.90-91）は，章番号を除いて，第１章から第19章の章題一
覧を掲げたのち，「第十章に次の一節がある」として，自然式・直接式は背心理的
教習法であるとし，スウィートの Practical Study of Languages を健全の折衷法と
好意的に評価する一節を摘録しているに過ぎない。
　戦後にこの『最新英語教習法』を詳細に亘って分析したのは松村（1997）である。
松村（1997，pp.214-219）が本書の意義として挙げる点は次のとおりである。
1） 世界語としての英語の概念を明治のこの時期に認識している。
2） 書名に用いられた「教習法」は，単なる教授法ではなく，学習者の興味，記
憶について述べており，学習の側面に説き及んでいる。
3） 高橋がその語学力を駆使して幅広く人文科学の文献に目を通し，教育学者や
心理学者の主張を引用し，論評している。
4）当時行われていた教授法を取り上げて批判している。
5） H. Sweet の主義を健全なる折衷法として評価しながらも，日本人のための 
英語教習法の開発が必要であることを主張している。
　筆者の分析も概ね松村（1997）のそれに合致するが，2）の「教習法」の概念を
めぐる解釈はやや異なる。
　この時代にあって，明治44年，岡倉由三郎によって「英語教育」の語が用いられ
るまでは一般に「英語教授」の語が用いられていたところ，高橋の「英語教習」と
いう用語には「英語の教授と学習」という両側面が意図されていたであろうことは
読み取れるであろうが，本書における「習」の部分は，特に心理学における記憶の
解明であり，これは「教」に係る主張，すなわち，教授法論の展開を支えるための
論拠であったと解釈すべきであろう。本書刊行時に，４年後に上梓されることとな
る『英学実験百話』がすでに構想されていたかどうかは知る由もないが，やはり学
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習法論の大きな展開は『英学実験百話』に委ねられたとの解釈が妥当であろう。
　さらにもう一点，松村（1997）が言及していないポイントとして，本書において
高橋が見せるスタンスには，未熟ではあるものの，今日の英語教育学的な立ち位置
が読み取れることを挙げたい。英語教育実践と言う現象に対し，学習者の発達を踏
まえた主張を行うなど，心理学や教育学の研究成果を取り込んだ上での分析がなさ
れ，また，H. Sweet の New English Grammar は歴史に重きをおく高尚な文法で，
理論に偏重しているため，教育現場においては理論，実用ともに豊富な例を与える
J. C. Nesfield の文法をよしとするなど，現代の教育文法の考えにも通じる発想が見
られる。
　こうしてみると，英語教育学前史としての教授法研究の分析という視点からは，
本書は然るべき再評価を受けるに値するものと言える。
５．おわりに
　本小論をまとめるに当り本書を２度通読し，その後も適宜ページを繰ったが，読
みにくい書物である。英独仏語が訳も添えられずに出てきたり，返り点を施さない
漢文あり，方言までをも含む現代中国語の例がありと，当時の人にも読みにくいも
のであったろうと思われる。舌鋒鋭い批評家として鳴らした著者による著作との先
入観によるものか，中島敦『山月記』の冒頭「隴西の李徴は博学才頴，（中略）性，
狷介，自ら恃むところ頗る厚く」と重なるところを感じながらの読書であった。
　しかしながら，その主張には，当時の英語教育界における他の英語教授法論とは
異なり，心理学上の発見を基礎とし，児童・生徒の発達をも踏まえつつ，「語学も
また国土の異なるに循ひて多少其方法を異にせざる可らず，外国に於ける外国語教
授法を生呑活剥して得たる如きは固より識者の嘲を免かれじ」（高橋 1903b，p.363）
と，幅広い読書に支えられつつも，それをわが国に適用するうえで適切な解釈を加
えている。そこには，
　　 私は広くより深く，深いよりもしつこく，根掘り葉掘り文意徹底する迄は遣つ
て見た所が一年ばかりすると英語英文の何物たるかを解し，読む書く，一通り
は間に逢ふやうになりました，私は語学に天才でもあるかのやうに言ふ人もあ
りますが，さうではない，根気一つなのです［。］ （高橋 1906，p.8）
という高橋自身の英語習学歴より生まれた信念もあったであろうが，総体的には，
幅広い読書によって培われた彼の博識が著者高橋に英語教育の実際を一段高い所か
ら客観的に見せしめ，それによって本書がまとめられたと解釈することができる。
注
＊ 　本稿は，科学研究費補助金基盤研究（C）「明治期英語教授法の分析的研究―
西欧における新教授法研究の受容とその展開―」（課題番号24530959）によるも
のである。
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１）本書書名について，その表紙には『英語実研百話』と題しつつ，本文冒頭は「英
学実験百話　附　比較世界語論」を掲げ，奥付には「英語実験百話」と記して，
いずれが正式のものか判断しかねるが，ここでは国立国会図書館近代デジタル
ライブラリーの登録に従って『英学実験百話』を採ることとする。なお，この
表題中の「実験」は実際の経験という意味で，experiment の意ではない。
２）R. B. マッケロー・片山寛『英語発音学』が刊行当時いかに受け入れられたか
については竹中（1982）を参照されたい。
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